
河北町国土強靭化地域計画（案）に対する意見 

提出された意見の概要とそれに対する町の考え方 

提出された意見の概要 意見に対する町の考え 

Ⅰ はじめに 

（P1） 

この強靭化計画と河北町地域防災計画の関係は

どうなっていますでしょうか。最初のほうで各種

計画との整合という記載がありますが、関連する

計画との位置関係を記載したほうがわかりやす

いと思いました。 

 

（P1） 

地域防災計画においては、地震や風水害など、災

害の種類ごとに「予防対策、応急対策及び復旧・

復興対策」などについて定めることととしていま

す。国土強靭化地域計画は、「強靭なまちづくり」

を推進することとしており同様な趣旨により策

定しますが、国・県・民間との関わりの視点も取

り入れていることが特徴的で、あらゆる災害を想

定し、ハードとソフトの取り組みを幅広く位置付

けた、強くしなやかなまちづくりの方向性を示す

計画としています。 

なお、国土強靭化地域計画の位置づけがわかるよ

うに、関連する主な計画を記載します。 

 

 国土強靭化に関するその他の町の計画 

  ・河北町地域防災計画 

  ・河北町総合戦略 

  ・都市計画マスタープラン 

  ・公共施設等総合管理計画  ほか 

Ⅳ 強靭化に向けた施策推進方針 

（P8） 

国、県に働きかける取り組みと、町が主体的に行

うことの書き分けが必要に思います。 

（P8） 

強靱化に向けた施策推進方針の２施策分野ごと

の施策推進方針のなかで、各施策の取組み主体を

記載しています。 

（P13、25、40） 

P25 原子力災害対策で「東日本大震災後から、機

器の維持管理及び放射線測定を行っており、新た

な事故の発生等に備え実施体制を整備してい

く。」とありますが、「新たな事故の発生に備えて

実施体制を整備する」とは何をするのでしょう

か。 

（P13、25） 

原子力に関する強靱化に向けた施策推進方針及

び脆弱性評価結果を下記のとおり修正します。 

 

東日本大震災後から放射線測定を行っているが、

隣接県の原子力発電所において新たな事故等が

発生した場合に備え、引き続きモニタリング実施

体制を維持する。 

（P40） 

東日本大震災後から放射線測定を行っているが、

隣接県の原子力発電所において新たな事故等が

発生した場合に備え、引き続きモニタリング実施

体制を維持する必要がある。 
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Ⅳ 強靭化に向けた施策推進方針 

（P14、19、33） 

別表１の評価で「道の駅の防災拠点化を行う必要

がある。」に対応すると思われる施策が「道の駅

の防災拠点化を行う。」では、計画になっていな

いと思います。 

 

（P14、19） 

道の駅に関する強靱化に向けた施策推進方針及

び脆弱性評価結果を下記のとおり修正します。 

 

大規模災害発生時における防災機能を充実・強化

するため、災害時の交通拠点として、利用者への

情報提供、住民や通行車両の避難場所として活用

する。 

（P33） 

大規模災害発生時における防災機能を充実・強化

するため、災害時の交通拠点として、利用者への

情報提供、住民や通行車両の避難場所として活用

する必要がある。 

（P22、33、38） 

上水道施設に関して、「停電対策として、自家発

電機が設置されているが、未設置の施設もあるた

め、必要な箇所への設置検討を進めるとともに保

守点検の充実を図る必要がある。P33」とある一

方、「停電対策として、全ての施設に自家発電機

が設置されており、引き続き保守点検の充実を図

る必要がある。P38」とあり、全体の整合性を再

確認したほうが良いと思います。 

（P38） 

上水道施設に関する脆弱性評価結果を、下記のと

おり修正します。 

 

停電対策として、自家発電機が設置されている

が、未設置の施設もあるため、必要な箇所への設

置検討を進めるとともに、保守点検の充実を図る

必要がある。 

 

Ⅴ 計画の推進 

（P28） 

担当部署別が所管する部分を各課が対応するよ

うな推進体制ですが、その上位に町長等が進捗管

理する枠組みが必要ではないでしょうか。 

（P28） 

計画の見直しや進捗管理については、計画策定会

議及び町長を含む庁議において進捗管理を行い、

庁内で情報共有を図ります。 

【別表２】指標等一覧 

（P42） 

基礎値と概ね 5 年後の目標値が記載されていま

すが、最終的な目標が記載されていませんので、

どこを目指しているのかを記載してはどうでし

ょうか。 

（P42） 

県計画の指標を参考とし、既存計画で設定する指

標をもとに施策の進捗度や達成度の実態を踏ま

え設定しています。目標を 5年後と設定している

のは、進捗状況や費用対効果を検証しながら、目

標値を見直すこととしているためです。 
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別表３ 国土強靭化地域計画 個別事業一覧 

（P45～） 

河北町は他地域と比べれば安全性の高い地域と

思いますが、洪水、渇水、地震、猛暑、大雪等、

何らかの災害が毎年発生しています。国が国土強

靭化で予算をつけている間に、必要な措置が講じ

られるように、優先順位をつけて、取り組む必要

があると思います。拝見した（案）では、役場の

各部署が担当する事業を並列で記載してはいま

すが、優先順位が整理されていないように見えま

す。 

（P45～） 

国土強靱化地域計画個別事業一覧につきまして

は、計画期間に活用が見込まれる事業を掲載して

います。計画内容や個別事業一覧等は、必要に応

じて見直しを行います。 

個別事業を実施するにあたっては、財源の確保状

況や事業の進捗状況を踏まえ柔軟に対応する必

要があり、優先順位を計画に明記することは困難

です。 

このような計画に基づき、計画的にインフラ整

備、各種取り組みの加速が行われるものと理解し

ております。計画は作成して終わりではなく、計

画に基づく取り組みにより、是非、町の強靭化を

図っていただきたいと思います。 

国土強靭化地域計画（案）全般について、貴重な

ご意見をいただきありがとうございます。 

気象変動に伴う局地的な豪雨は頻発化・激甚化し

ており、当町でも令和２年７月豪雨災害ではこれ

までにない未曾有の被害を受けました。 

この経験やこの計画策定を契機として、引き続き

安全で安心なまちづくりに努めてまいります。 

 

 


